
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
水
道
の

使
用
開
始
・
中
止
な
ど
の
お

手
続
き
が
で
き
ま
す

　
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
手
軽
に
お
手
続
き
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
手
続
き
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

後
日
電
話
で
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
急
ぎ
の
方
は
、
豊
能
地
域
水

道
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
＝
豊
能
地
域
水
道
セ
ン
タ
ー

☎
７
３
８
‐
３
３
１
１

山
火
事
の
防
止

　
「
ふ
る
さ
と
の　
山
を
守
ろ
う　
火
の

手
か
ら
」
（
全
国
統
一
標
語
）

　
町
の
面
積
の
約
７
割
は
、
み
ど
り
豊
か

な
山
間
部
で
す
。
山
火
事
に
な
る
と
、
消

火
は
容
易
で
は
な
く
、
一
瞬
に
し
て
貴
重

な
森
林
を
焼
失
し
、
回
復
に
は
何
十
年
も

か
か
り
ま
す
。
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、

人
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
山
火
事
防
止
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

枯
草
の
近
く
や
火
気
の
使
用
が
禁
止
の

場
所
お
よ
び
強
風
・
乾
燥
時
に
は
、
た

き
火
を
し
な
い

・ 

火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

使
用
後
は
火
の
始
末
を
完
全
に
す
る

・ 

た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
吸
い
、

吸
い
殻
は
必
ず
消
し
、
投
げ
捨
て
な
い

・
火
遊
び
は
し
な
い

　
貴
重
な
豊
能
の
み
ど
り
を
火
災
か
ら
守

る
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
豊
能
消
防
署　

☎
７
３
６
‐
０
１
１
９

詳しくはこちら

安
全
・
生
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生
活

【5月】資源とごみの収集日～分ければ資源、燃やせばごみ～

可燃ごみ 不燃ごみ
有害ごみ 紙類等 空きビン 空きカン 容器包装プラスチック類

ペットボトル 植木剪定くず

余野・川尻・木代・切畑・野間口
高山・牧・寺田・希望ヶ丘 火・金 14 21 21 28 7 14 1421 28

吉川・ときわ台 火・金 8 15 15 22 1 8 2815 22
東ときわ台 月・木 13 20 20 27 6 13 720 27
光風台 月・木 9 16 16 23 2 9 2116 23
新光風台（保の谷含む）火・金 8 19 15 22 5 12 2819 26

粗
大
ご
み

有料・予約制
（ 環境課　☎７３６‐１１９０ 

事前に申込みしてください）
受付時間：午前 9 時～午後 5 時

（土・日・祝日・年末年始を除く）
食
用
廃
油

役場本庁・吉川支所に回収ボッ
クスを設置（各施設午前 9 時
～午後 5 時まで投入可能、土・
日・祝日・年末年始は投入不可）

使
用
済
小
型
家
電

役場本庁・中央公民館・吉
川支所・西公民館に回収
ボックスを設置 ( 各施設開
庁時間中に投入できます）

※ごみは、収集日の午前９時までに出してください。

昨年とのごみ量比較（2月分）� 単位：トン
今　　年 昨　　年 対前年比

可 燃 ご み 233.46 254.95 -8.4%
粗 大 ご み 11.95 12.64 -5.5%
不 燃 ご み 9.81 10.15 -3.3%
蛍 光 灯 0.08 0.07 14.3%
乾 電 池 0.29 0.28 3.6%
空 き ビ ン 6.92 7.64 -9.4%
空 き カ ン 2.72 3.24 -16.0%
紙 類 等 24.28 24.04 1.0%
容 プ ラ ※ 12.73 13.73 -7.3%
ペ ッ ト ボ ト ル 2.25 2.35 -4.3%
植 木 剪 定 く ず 2.00 2.60 -23.1%
食 用 廃 油 0.10 0.24 -58.3%
小 型 家 電 0.05 0.07 -28.6%

計 306.64 332.00 -7.64%
※容プラ…容器包装プラスチック類

（注）速報値のため数値が変わることがあります。

マ
ダ
ニ
に
よ
る
感
染
症
に

ご
注
意
を

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

農
作
業
・
草
刈
り
な
ど
、
山
や
草
む
ら
で

活
動
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
野
山
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ

る
と
、
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
な

ど
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
マ
ダ
ニ
が
病
原
体
を
保
有
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染

を
防
ぐ
た
め
に
は
咬
ま
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
草
む
ら
な
ど
、
マ

ダ
ニ
が
生
息
す
る
場
所
に
入
る
場
合
に
は
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
帽
子
、
手
袋
を
着
用

し
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴
を
履
く
な
ど
し

て
、
肌
の
露
出
部
分
を
少
な
く
し
ま
し
ょ

う
。

　
詳
し
く
は
町
お
よ
び
大
阪
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
＝
環
境
課　
☎
７
３
６
‐
１
１
９
０

大阪府HPはこちら

特
　
　
集

案
内
一
般

健
康
・
福
祉

安
全
・
生
活

教
育
・
子
育
て

情
報
あ
れ
こ
れ

15 2025.5　広報とよの

安
全
・
生
活




